
いよいよ明日から３３日間の長い夏休みがスタートします。子どもたちもこの 1学期間でしっか
り成長しており、態度や行動の端々から感じることができます。また、ご家庭におかれましては『道

しるべカレンダー』の活用ありがとうございました。今後もご協力よろしくお願いいたします。

さて、今回のタイトルは、中学校の「総合的な学習の時間だより」につけられているものです。

現在世間では（教員の世界も含め）人材を育成するためには『ＯＪＴ～ On The Job Trainingオン
・ザ・ジョブ・トレーニング』が大切だと盛んに言われています。つまり仕事の現場で、いろいろ

経験していく中で、新人たちを成長させようということです。いくら本やマニュアルなどで知識を

得ても、経験したことがある人にはなかなかかないません。

これは子どもたちにも当てはまります。左の記事にもあるとおり、小学生は種差少年自然の家に

宿泊学習に行ってきました。アドベンチャーゲームなどを体験しながら、お互い意見を出し合い協

力しながら課題をクリアすることを学びました。また中学生は一日職場体験で各事業所の方々のご

指導の下、どんな気持ちで大人は働いているのか、社会で働くためには何が大切なのか等、肌で感

じることができました。まさに『体験こそわが力なり』です。『経験に勝るものなし』だと思いま

す。

↑「宿泊学習」と「動物とのふれあい」７月１３ ↑「一日職場体験」４授業所で実施 この夏休み、普段できないような様々なことにチャレンジして、いっぱい経験してほしいと思い

日から２日間、田代小・小舟渡小・下切田小の三校で、 ７月１４日に中学校で今年度の職場体験が実施されました。 ます。そして一回り大きくなって２学期の始業式に会えることを楽しみにしています。

種差少年自然の家において宿泊学習が実施されワクワク １年＝ツルハドラック ２年＝南郷図書館 ３年＝是川保育園・

ドキドキの時間を過ごしました。Ｙ．Ｎ君は学校紹介で、 長生園の４事業所で職場を体験。９名の生徒たちは、人とのコミ

Ｋ．Ｎさんは集会で、Ｔ．Ｎさんは女神で、くりあさん ュニケーションの難しさや仕事の厳しさ、手際よく作業を進める

はいかだレースで活躍。他校の仲間たちとも次第に慣れ、 段取り力を学び将来の職業選択の参考になる体験をすることがで

少しずつ積極的に活動できました。※期間中モルモット きました。２学期には報告会や文化祭での展示など発表の機会も ６・７月の「道しるべカレンダー」の評価ありがとうございました。全体として取組に向上が見られ、保護者

の「ゆきちゃん」は髙島先生の自宅でお留守番。 ありますので是非ご覧ください。 の皆様にご苦労いただきながら成果が上がっていることが分かりました。夏休み中も よろしくお願いいたしま

昨年新聞やＴＶでも取り上げていただいた「ひ す。８月のめあて（小学校＝「図書館の利用や日記の記入」 中学校＝「職場体験や将来の生き方や仕事」につ

まわりの道」でしたが、今年度は、昨年秋に収穫 いてご家庭で話題にしていただければと思います。）

した種から「いのち」と「思い」を受け継いで取

り組まれました。５月に植えられた種は、雨不足

で生育が心配されましたが、子どもたちの毎日の水やりで背を伸ば

し、添え木をしてもらい元気に成長しています。夏休み中も、部活 小学校４年生の担任として勤務してきた吉田佳織先生が、８月１日からお隣

動や学習会に参加する子どもたちと職員が交代で の島守小学校に転任することになりました。吉田先生は、昨年４月から１年４

水やりをします。休み明けには、素敵な「ひまわ か月間にわたって、小学生の子どもたちと大切な日々を過ごしました。その間、

りの道」になってほしいものです。田代小中の名 初めての学級担任や複式学級での研究会の授業発表者も経験し、子どもたちと

物「ひまわりの道」をみんなで大切にしています。 ↑「マイクさんに感謝する会」 ＡＬＴとして子ど いっしょに大きく成長しました。また、研修主任として、先生方の授業力向上

もたちに楽しい英語にふれあう時間を提供してくだ に向けて取り組むほかに、最近は宿泊学習や社会科見学の準備もしっかり進め

さったマイクさんが、別れを惜しみながら最後の授 ていました。子ども会キャンプや手ふりなどの地域行事にも積極的に参加し、

業を終えました。思いでの詰まったスライドショー まさにチーム田代の一員として頑張りました。大変お世話になりました。本当

を鑑賞後、マイクさんは一人一人のメッセージを受 にありがとうございました。

け取り、とても感動してくれました。 ※８月１日からは、育児休業を終え三浦久美子先生が復帰しますので、またよろしくお願いいたします。
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